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17べ一メの人間観
　
ベ
ー
メ
（
q
ゆ
評
○
σ
　
し
u
α
ゲ
唇
p
⑩
　
一
q
刈
α
1
一
①
b
⊃
心
）
は
人
間
を
ど
の
よ
う
な
存
在

で
あ
る
と
考
え
た
か
。
我
々
が
「
人
間
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
、
べ
ー
メ
が

ζ
Φ
⇒
ω
o
ケ
（
人
間
）
と
い
う
言
語
で
述
べ
て
い
る
も
の
の
本
質
は
、
彼
に
よ
っ

て
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。
要
す
る
に
べ
ー
メ
の
人
間
観
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
。

　
我
々
が
こ
の
問
い
に
対
し
て
答
え
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
何
よ
り
も
ま
ず
べ
ー

メ
自
身
の
書
き
残
し
た
著
作
と
書
簡
に
あ
た
っ
て
、
　
「
人
間
」
と
い
う
言
葉
が

使
用
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
で
き
る
だ
廿
多
く
収
集
し
、
こ
れ
を
基
礎
的
デ
ー
タ

と
し
て
整
理
分
類
し
、
人
間
に
関
す
る
語
句
と
判
断
と
を
提
示
し
て
、
べ
ー
メ

が
抱
い
て
い
る
人
間
像
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
際
、
あ
く
ま
で
も
実
証
的
分
析
と
客
観
的
態
度
に
よ
っ
て
、
十
六
世
紀
後

半
か
ら
十
七
世
紀
前
半
の
ド
イ
ツ
・
シ
ュ
レ
ジ
ア
地
方
で
靴
匠
と
し
て
生
き
た

べ
ー
メ
そ
の
人
の
人
間
観
を
、
あ
り
の
ま
ま
に
考
察
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
か
つ
て
冷
静
な
べ
ー
メ
研
究
者
た
ち
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
ヤ
コ
ブ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
リ

ベ
ー
メ
像
を
、
　
〈
現
代
向
き
に
V
示
そ
う
と
す
る
試
み
」
と
か
、
　
「
あ
り
の
ま

ま
の
べ
ー
メ
の
代
わ
り
に
、
近
代
的
な
好
み
に
よ
っ
て
、
い
わ
ば
く
現
代
風
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
ロ

さ
れ
た
V
変
形
せ
る
ベ
ー
メ
」
と
か
を
、
我
々
の
側
の
主
観
的
見
解
を
優
先
さ

せ
て
捏
造
し
て
は
な
ら
な
い
。
．

　
勿
論
、
ど
の
よ
う
な
研
究
も
研
究
者
の
主
体
的
立
場
と
実
践
的
な
研
究
意
欲

を
離
れ
て
は
あ
り
え
な
い
が
、
し
か
し
そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
予
め
研
究
の

結
論
を
設
定
し
、
自
分
の
意
図
に
好
都
合
な
部
分
の
み
を
抽
出
し
て
ゆ
き
、
前

以
て
独
断
的
に
構
想
さ
れ
た
結
論
に
、
研
究
結
果
を
作
為
的
に
合
致
さ
せ
る
、

と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
行
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
戒
め
ば

真
摯
な
研
究
者
に
と
っ
て
常
に
念
頭
に
あ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
わ
ざ
わ

ざ
そ
れ
に
触
れ
る
の
は
、
貴
重
な
紙
数
の
浪
費
で
あ
る
と
さ
え
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
「
我
々
が
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
あ
っ
た
が
ま
ま
の
べ
ー
メ
、
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生
活
し
思
考
し
た
ま
ま
の
べ
ー
メ
、
自
分
の
宗
教
的
専
心
を
も
ち
、
彼
の
時
期
、

時
代
、
環
境
に
よ
っ
て
自
分
に
課
せ
ら
れ
た
問
題
を
も
っ
た
一
七
世
紀
の
人
間

な
の
で
あ
っ
て
、
一
九
世
紀
の
（
い
わ
ん
や
二
十
世
紀
の
）
人
間
な
の
で
は
な

　
ヨ
ロ

い
」
。
こ
の
べ
ー
メ
研
究
者
の
指
摘
を
念
頭
に
お
い
て
、
こ
こ
で
我
々
は
、
第

一
に
、
べ
ー
メ
の
人
間
観
を
研
究
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
基
礎
的
デ
ー
タ

を
示
し
て
お
き
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
デ
ー
タ
提
示
の
あ
と
で
、
第
二
に
、
べ
ー

メ
の
思
想
に
強
く
共
鳴
し
、
と
り
わ
け
彼
の
無
底
心
と
自
由
論
に
非
常
に
高
い

評
価
を
与
え
た
シ
ェ
リ
ン
グ
（
］
『
。
＜
『
．
q
■
〈
．
ω
O
ゴ
Φ
一
一
一
P
σ
q
）
の
見
解
に
つ
い
て
、

べ
ー
メ
の
人
間
観
に
照
明
を
当
て
る
と
い
う
視
点
に
限
定
し
て
考
察
を
お
こ
な

う
こ
と
が
、
本
稿
の
意
図
で
あ
る
。

　
ζ
①
⇒
ω
o
ゴ
（
人
間
）
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
箇
所
を
、
書
簡
を
含
む
べ
ー

メ
全
集
の
中
か
ら
、
で
き
る
だ
け
多
く
抽
出
し
て
整
理
分
類
し
、
研
究
の
た
め

の
基
礎
的
デ
ー
タ
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
が
、
ま
ず
最
初
の
作
業
で
あ
る
。
幸

い
に
し
て
、
一
七
三
〇
年
に
ユ
ー
バ
ー
フ
ェ
ル
ト
（
q
O
ケ
9
⇒
p
乏
ロ
7
9
旨

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
る
　

O
げ
①
塊
Φ
a
）
の
編
集
で
出
た
全
集
の
復
刻
版
第
十
一
巻
に
非
常
に
詳
し
い

即
Φ
σ
q
尻
e
霞
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
内
の
ζ
Φ
口
ω
。
げ
に
関
す
る
記
載
部

分
を
、
文
献
的
資
料
と
し
て
提
出
す
る
こ
と
に
す
る
。
但
し
、
か
な
り
の
字
数

に
亘
る
記
載
部
分
の
全
文
を
、
限
ら
れ
た
紙
数
上
に
一
挙
に
載
せ
る
と
い
う
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
稿
で
は
、
　
「
根
源
状
態
ご
笏
邸
⇒
ユ
」
に

お
け
る
人
間
を
べ
ー
メ
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
、
と
い
う
問
題
に
絞
っ

て
提
示
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ソ

　
「
人
間
の
根
源
状
態
、
天
賦
の
栄
光
と
転
落
に
つ
い
て
」

　
神
は
人
間
を
永
遠
に
神
の
似
像
と
し
て
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
か
（
U
【
や

ピ
。
び
．
①
…
①
。
。
．
H
睡
チ
●
ω
江
。
や
零
’
①
G
。
」
お
ひ
Ω
ユ
ヨ
㎝
」
卜
。
◆
ζ
．
ζ
■
一
㎝
口
b
。
）
。

人
間
の
創
造
に
つ
い
て
（
＞
5
■
b
。
①
”
Q
。
一
「
勺
門
冒
P
o
」
O
・
7
三
尺
■
ω
江
駄
．
α
㎝
－

b。
B。

W
Ω
匹
≦
．
o
．
α
）
。
人
間
は
何
か
ら
造
ら
れ
た
か
（
諺
霞
．
b
。
一
”
G
。
ρ
℃
円
ぎ
。
」
9

一
P
芝
言
上
曾
σ
q
Φ
す
ρ
b
。
■
b
u
巴
①
⇒
爵
．
9
δ
h
・
G
。
b
。
）
。
人
間
は
神
の
七
つ
の
霊
す

べ
て
か
ら
形
像
さ
れ
た
（
〉
霞
」
一
6
㊤
）
。
神
性
か
ら
根
源
的
に
成
立
し
た
（
9

b。

ﾖ
ム
＼
㊤
）
。
転
落
し
た
天
使
に
代
わ
っ
て
確
か
な
元
素
か
ら
造
ら
れ
た
（
勺
臨
⇒
o
．

q
…
這
）
。
　
「
然
あ
れ
」
が
太
陽
の
第
五
の
精
髄
と
諸
星
辰
と
内
的
元
素
か
ら
人

間
を
引
き
出
し
、
彼
に
諸
精
髄
の
霊
を
吹
き
込
ん
だ
（
一
心
）
。
気
高
い
乙
女
が

彼
と
結
婚
し
た
（
一
q
）
。
彼
は
内
的
お
よ
び
外
的
硫
黄
か
ら
成
っ
て
い
る

（
○
っ
．
口
・
9
α
）
。
神
性
の
完
全
な
形
像
で
あ
っ
た
（
目
購
夢
．
Q
っ
二
Φ
P
ω
め
．
い
9
N
幹
Φ
．

N
①
罫
b
。
－
ω
一
）
。
火
と
光
と
の
特
性
に
従
っ
て
、
語
り
そ
し
て
語
り
出
さ
れ
た
言

葉
に
よ
り
導
き
出
さ
れ
て
形
像
と
な
っ
た
（
Ω
山
≦
●
○
。
…
ω
①
）
。
な
ぜ
神
は
一
人

の
人
間
だ
け
を
造
っ
て
、
す
べ
て
の
人
間
を
一
度
に
造
ら
な
か
っ
た
の
か

（
〉
霞
●
b
。
①
ロ
ω
①
・
℃
ユ
目
し
げ
N
ω
）
。
神
は
神
の
賛
美
と
歓
喜
の
た
め
に
人
間
を

造
っ
た
（
三
等
ぎ
。
」
刈
ム
8
↓
磐
8
一
。
。
」
協
㎝
）
。
人
間
は
星
の
霊
の
支
配
下
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／

に
、
従
っ
て
現
今
の
よ
う
に
、
造
ら
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
（
℃
臨
⇒
o
」
①
…
ω
b
。
）
。

我
々
人
間
は
天
使
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
明
（
P
ミ
誌
q
）
。
ア
ダ
ム
が
転
落
し
な

か
っ
た
な
ら
ば
、
人
間
の
天
使
の
国
は
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か

（
〉
仁
吋
●
b
⊃
心
”
一
㊤
）
。
彼
は
ど
の
よ
う
な
力
を
持
っ
て
い
た
か
（
℃
円
ぎ
ρ
刈
ム
）
。
転

落
以
前
に
は
こ
の
よ
う
な
粗
暴
な
肉
体
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
（
℃
目
ぎ
ρ
一
〇
奔

ζ
ω
o
げ
乏
’
b
。
．
9
①
誌
）
。
な
ぜ
彼
は
［
他
の
］
あ
ら
ゆ
る
被
造
物
の
後
に
造
ら
れ

た
の
か
（
U
憎
や
ピ
。
ぴ
」
け
一
〇
）
。
な
ぜ
男
と
女
が
造
ら
れ
た
の
か
（
〉
仁
円
■
一
Q
◎
”
一
一
〇
）
。

転
落
に
よ
っ
て
入
間
の
何
が
色
紙
せ
た
か
（
の
．
ゆ
．
㎝
”
メ
。
。
》
げ
。
巳
ヨ
◆
・
。
●
ω
恥
一
．

国
且
の
二
　
ρ
り
）
。
そ
の
代
わ
り
に
星
辰
の
霊
を
受
け
取
っ
た
（
〉
に
同
．
一
㊤
”
↓
鼻
）
。

二

　
前
節
で
提
示
し
た
男
①
σ
q
δ
8
弓
は
、
　
「
人
間
の
根
源
状
態
」
に
関
す
る
べ
ー

メ
の
見
解
を
示
す
箇
所
を
、
著
作
お
よ
び
書
簡
に
わ
た
り
要
約
と
し
て
述
べ
た

も
の
で
あ
る
。
要
約
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
べ
ー
メ
の
見
解
は
き
わ
め
て
短
い
語

句
な
い
し
文
章
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
ら
の

い
ず
れ
に
対
し
て
も
出
典
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
出

典
を
べ
ー
メ
が
著
わ
し
た
年
代
順
に
整
理
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
纏
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
　
（
書
簡
は
数
年
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
編
集
上
最
後
に
回
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
末
尾
の
記
号
は
、
本
全
集
の
編
者
に
よ
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
略

号
で
あ
り
、
筆
者
も
こ
れ
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
）

『
黎
明
』
　
（
〉
霞
。
門
p
◎
傷
曾
ζ
◎
円
σ
q
Φ
葭
α
8
一
ヨ
〉
焦
σ
q
p
⇒
σ
q
）
…
〉
弩
◆

『
神
的
存
在
の
三
原
理
』
　
（
∪
一
Φ
時
9
勺
ほ
”
9
b
δ
口
σ
q
α
け
け
罵
。
び
Φ
⇒

≦
Φ
ω
①
島
）
…
甲
言
9

『
人
間
の
三
重
の
生
に
つ
い
て
』
　
（
＜
o
日
曾
。
龍
㊤
o
げ
Φ
⇒
い
Φ
ぴ
Φ
⇒
α
。
の

ζ
O
⇒
の
O
プ
Φ
⇒
）
－
－
－
U
胤
’
ピ
O
げ
．

『
キ
リ
ス
ト
、
人
と
な
る
』
　
（
＜
o
昌
．
匹
曾
ζ
①
⇒
ω
o
び
芝
o
a
o
昌
σ
q
O
げ
ユ
ω
已

一
－
ζ
①
⇒
の
O
ゴ
≦
’

『
℃
●
カ
イ
ム
に
宛
て
た
書
簡
、
終
末
に
つ
い
て
』
　
（
＜
o
昌
傷
Φ
⇒
い
①
訂
8
⇒

N
Φ
牌
曾
㊤
⇒
℃
．
円
餌
累
日
）
…
い
Φ
訂
一
Φ
N
蝕
『

『
シ
ュ
テ
ィ
…
フ
ェ
ル
の
小
冊
子
に
関
す
る
考
察
』
　
（
b
d
Φ
住
露
。
犀
Φ
⇒
ま
曾

ω
江
鑑
巴
G
。
u
J
仁
O
げ
一
Φ
ぎ
）
－
－
－
b
J
Φ
匹
O
⇒
O
ぎ
ω
鼠
O
｛
．

『
シ
ュ
テ
ィ
ー
フ
ェ
ル
の
誤
謬
に
つ
い
て
』
　
（
＜
o
ヨ
冒
答
げ
¢
ヨ

ω
江
Φ
h
①
δ
）
一
山
七
島
●
望
一
〇
｛
・

『
キ
リ
ス
ト
へ
の
道
』
　
（
U
霞
≦
Φ
σ
q
N
二
〇
選
一
ω
8
）
の
「
再
生
」
に

関
す
る
章
…
芝
山
。
ユ
零
σ
q
⑩
げ
●

『
万
物
の
誕
生
と
し
る
し
に
つ
い
て
』
　
（
o
っ
お
⇒
葺
霞
㊤
切
興
ζ
ヨ
＜
o
⇒

山
曾
Q
Φ
σ
霞
け
仁
昌
α
u
d
Φ
N
Φ
一
9
⇒
自
づ
鵬
巴
一
Φ
円
≦
⑩
ω
雪
）
…
ω
勇
．

『
恩
寵
の
選
び
に
つ
い
て
』
　
（
＜
○
づ
餌
薬
Q
p
p
山
①
づ
薯
ゆ
匿
γ
－
殉
○
亀
芝
・

『
キ
リ
ス
ト
の
誓
約
1
、
洗
礼
式
に
つ
い
て
』
（
○
町
冨
江
弓
①
ω
醇
ヨ
Φ
馨
①
昌

一
く
。
⇒
◎
霞
弓
鱒
亀
o
Y
－
－
↓
㊤
亀
。
．
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『
キ
リ
ス
ト
の
誓
約
皿
、
聖
餐
式
に
つ
い
て
』
（
○
げ
臨
ω
江
平
Φ
ω
＄
B
。
暮
Φ
⇒

　
b
。
〈
o
昌
α
o
ヨ
国
。
〉
げ
①
p
匹
藍
碧
三
Y
－
－
〉
げ
。
⇒
山
ヨ
。

　
『
大
い
な
る
神
秘
』
（
ζ
自
証
毒
ζ
轟
p
毒
Y
－
≧
ζ

　
『
神
智
学
的
書
簡
』
　
（
門
げ
Φ
o
ω
8
ぼ
ω
o
ぎ
ω
①
⇒
臼
専
一
亀
①
）
…
国
葺
ω
け

　
次
に
、
こ
れ
ら
の
著
作
お
よ
び
書
簡
の
中
で
、
べ
ー
メ
自
身
が
上
記
の
短
い

要
約
文
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
か
を
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
そ
の
前
に
こ
の
要
約
文
（
合
計
二
二
の
短
文
な
い
し
語
句
か
ら
成
っ
て
い

る
）
を
、
後
の
整
理
の
た
め
に
項
目
番
号
を
付
し
て
、
ポ
イ
ケ
ル
ト
に
よ
る
復

刻
版
全
集
の
巻
数
お
よ
び
頁
数
を
記
し
て
お
き
た
い
。
な
お
↓
（
　
）
内
の
漢

数
字
は
項
目
番
号
を
、
ア
ラ
ビ
ヤ
数
字
は
そ
の
細
分
番
号
を
示
し
て
い
る
。

　
項
目
番
号

　
一
　
（
一
…
1
）
第
三
巻
一
二
二
頁
以
下
、
　
（
一
一
2
）
第
五
巻
二
一
五
頁

　
　
以
下
、
二
一
七
、
二
三
三
頁
、
（
一
1
3
）
第
六
巻
五
四
頁
、
　
（
一
1

　
　
4
）
第
七
巻
九
五
頁
。

　
二
　
（
二
一
1
）
第
一
巻
三
九
六
頁
、
　
（
二
一
2
）
第
二
巻
↓
〇
一
頁
、

　
　
（
ニ
ー
3
）
第
五
巻
二
一
五
、
二
六
一
頁
、
　
（
二
一
4
）
第
六
巻
五
十

　
　
頁
以
下
。

　
三
　
（
三
ー
ユ
）
第
一
画
名
〇
四
頁
、
　
（
三
一
2
）
第
二
巻
一
〇
四
頁
、

　
　
（
三
1
3
）
第
四
巻
一
一
四
頁
以
下
、
　
（
三
1
4
）
第
五
二
二
↓
一
頁
。

　
四
　
（
四
）
第
一
巻
一
四
一
頁
。

十　九　八　七　六　五八　七　六　五　四　三一
九

二
十

二
一

（
五
1
1
）
第
一
巻
三
三
八
頁
、
（
五
1
2
）
同
。

（
六
）
第
二
巻
↓
九
八
頁
。

（
七
）
第
二
巻
一
九
八
頁
。

（
八
）
第
二
巻
一
九
八
頁
以
下
。

（
九
）
第
六
巻
四
二
頁
。

（
十
一
－
）
第
五
巻
二
〇
⊥
ハ
頁
、
　
（
十
一
2
）
同
二
〇
七
頁
、

3
）
同
四
三
二
頁
。

（
一
　
一
）
第
⊥
ハ
巻
一
　
一
二
頁
。

（
一
二
一
1
）
第
一
巻
四
〇
三
頁
、

（
一
三
1
1
）
第
二
巻
二
四
八
頁
、

（
一
四
）
第
二
巻
二
二
八
頁
。

（一

ﾜ
）
第
二
巻
二
四
七
頁
以
下
。

（一

Z
）
第
↓
巻
三
五
七
頁
。

（一

ｵ
）
第
二
巻
山
公
二
頁
。

（
十
一

（
一
堂
ー
2
）
第
二
巻
＝
ご
二
頁
。

（
一
三
一
2
）
第
六
巻
七
八
頁
。

（
｝
八
1
1
）
第
二
巻
一
〇
三
頁
、
（
一
八
一
2
）
第
四
巻
V
、
一
五
一

頁
。

（
一
九
）
第
三
巻
二
〇
〇
頁
。

、
（
二
十
）
第
一
巻
一
工
ハ
0
頁
以
下
。

（
二
一
一
1
）
第
六
巻
X
W
、
四
三
頁
、
（
二
一
1
2
）
同
。
（
二
一
一

3
）
同
X
W
、
九
三
頁
。
　
（
二
一
一
4
）
第
九
巻
X
X
I
、
二
頁
、
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（
一
二
一
5
）
同
三
頁
。

二
二
　
（
二
二
）
第
一
巻
、
二
七
六
頁
。

三

　
第
一
項
目
の
要
約
は
、
　
「
神
は
人
間
を
永
遠
に
神
の
似
像
と
し
て
ど
の
よ
う

に
見
て
い
る
か
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
文
献
は
、

（
｝
一
1
）
　
『
人
間
の
三
重
の
生
に
つ
い
て
、
第
六
章
六
八
節
』
、
　
（
一
一
2

ω
②
周
）
『
シ
ュ
テ
ィ
ー
フ
ェ
ル
の
誤
謬
に
つ
い
て
、
第
五
七
、
六
三
、
一
四

三
節
』
、
　
（
一
一
三
）
　
『
恩
寵
の
選
び
に
つ
い
て
、
第
五
章
一
二
節
』
、
（
一
1

4
）
『
大
い
な
る
神
秘
、
第
一
五
章
一
二
節
の
4
点
で
あ
る
。
次
に
、
こ
れ
ら

の
各
々
の
中
で
、
べ
ー
メ
自
身
が
ど
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
か
を
示
し
た
い
。

（
な
お
、
第
一
項
目
だ
け
で
な
く
、
二
二
の
全
項
目
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、

文
中
、
　
［
　
］
内
は
、
．
文
意
を
補
う
た
め
に
筆
者
が
挿
入
し
た
も
の
、
｛
　
｝
内

は
、
筆
者
に
よ
る
用
語
説
明
、
…
は
主
旨
に
直
接
関
係
が
な
い
と
思
わ
れ
る
部

分
の
省
略
を
示
し
て
い
る
。
）

　
（
一
1
1
）
　
「
人
類
は
、
我
々
が
創
造
後
の
我
々
に
つ
い
て
［
始
ま
り
を
持

つ
と
］
語
ら
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
、
始
ま
り
を
持
つ
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
。

否
、
似
像
が
神
に
お
け
る
知
恵
の
乙
女
の
内
に
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
…
神
は

こ
う
し
て
似
像
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
る
た
め
に
、
そ
れ
を
存
在
者
と
し
て
造
っ

た
の
で
あ
る
。
似
像
は
神
の
内
で
神
の
知
恵
に
お
け
る
永
遠
の
乙
女
で
あ
っ
た
。

女
で
も
男
で
も
な
く
、
両
方
で
あ
っ
た
。
同
様
に
ア
ダ
ム
も
彼
の
エ
ヴ
ァ
以
前

に
は
両
方
で
あ
っ
た
。
エ
ヴ
ァ
は
地
上
的
人
間
を
意
味
し
、
加
え
て
動
物
的
な

の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
永
遠
性
の
中
に
は
、
永
遠
に
存
在
し
な
か
っ
た
も
の

は
何
も
存
立
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」
　
（
U
第
ピ
①
『
U
d
9
ρ
ω
」
b
。
b
。
）

　
（
一
1
2
ω
）
　
「
聖
パ
ウ
ロ
は
語
っ
て
い
る
、
世
界
の
根
底
が
据
え
ら
れ
る

前
に
、
人
間
は
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
の
内
に
定
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
、
と

（
エ
ペ
ソ
人
へ
の
手
紙
第
一
章
第
四
節
［
参
照
］
）
。
こ
の
中
に
核
心
が
あ
る
。

世
界
に
先
だ
っ
て
人
間
の
モ
デ
ル
が
永
遠
の
知
恵
の
内
に
、
こ
と
ば
の
息
の
吐

出
の
中
に
、
火
と
光
に
よ
り
、
神
の
知
恵
に
お
け
る
一
つ
の
形
と
し
て
認
識
さ

れ
た
の
で
あ
っ
て
、
被
造
物
あ
る
い
は
形
像
の
中
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
魔

術
的
な
仕
方
で
、
ち
ょ
う
ど
誰
か
の
夢
の
中
で
物
な
き
形
像
が
現
わ
れ
る
よ
う

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
現
象
は
一
般
に
、
万
物
を
各
々
の
特
性
に
応
じ

て
、
闇
に
お
け
．
る
火
の
特
性
の
怒
り
に
よ
る
か
、
　
［
あ
る
い
は
］
愛
に
お
け
る

光
の
中
に
よ
る
か
に
応
じ
て
認
識
し
た
神
の
霊
の
内
に
、
息
が
吐
出
さ
れ
、
あ

る
い
は
語
り
出
さ
れ
た
物
で
あ
る
。
」
　
（
一
困
向
け
ゲ
・
ω
け
一
Φ
h
．
b
σ
α
．
㎝
噌
ω
■
b
⊃
一
α
）

　
（
一
1
2
②
）
　
「
さ
て
、
私
の
言
う
こ
と
を
正
し
く
理
解
せ
よ
。
神
は
聖
な

る
光
の
世
界
に
お
け
る
神
の
光
に
よ
っ
て
一
切
を
照
ら
し
、
一
切
を
浸
し
、
火

の
特
性
に
よ
っ
て
歓
喜
の
国
の
力
の
中
へ
導
き
入
れ
、
こ
の
力
に
よ
っ
て
外
的

世
界
を
も
一
切
を
貫
き
、
一
切
の
も
の
に
力
と
生
命
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
こ

う
し
て
、
そ
の
内
に
神
が
働
く
が
、
神
と
は
呼
ば
れ
ず
、
し
か
も
息
の
吐
出
さ
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れ
た
神
秘
の
特
有
の
働
き
を
自
己
の
内
に
持
つ
存
在
者
の
内
に
、
成
長
す
る
生

命
が
［
成
り
］
立
つ
の
で
あ
る
…
。
」
　
（
旨
崔
■
の
■
b
。
ミ
）

　
（
一
1
2
㈹
）
　
「
［
形
像
を
具
え
た
］
人
間
が
永
遠
か
ら
存
在
し
た
の
で
は

な
い
、
…
神
が
万
物
を
永
遠
に
神
の
知
恵
に
お
い
て
認
識
し
た
仕
方
で
、
人
間

が
知
恵
の
中
に
形
像
な
し
に
存
在
し
た
の
で
あ
り
、
特
法
的
に
一
場
所
に
で
は

な
く
、
至
る
所
に
あ
っ
て
神
の
霊
に
よ
り
知
恵
の
中
に
認
識
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
」
　
含
甑
P
ω
b
O
o
ω
）

　
（
一
一
3
）
　
「
モ
ー
セ
は
ま
っ
た
く
正
し
く
語
っ
て
い
る
、
神
は
人
間
を
神

の
像
に
造
っ
た
［
創
世
記
、
第
一
章
第
二
六
、
二
七
節
参
照
］
、
…
更
に
、
神

は
人
間
を
地
の
精
髄
か
ら
造
っ
た
［
同
、
第
2
章
第
7
節
参
照
］
、
と
。
　
［
さ

て
］
モ
ー
セ
が
神
は
人
間
を
神
の
像
に
造
っ
た
、
と
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
モ
ー

セ
が
理
解
し
て
い
る
の
は
、
神
が
像
で
あ
る
と
か
、
神
が
そ
の
鋳
型
に
従
っ
て

人
間
を
造
っ
た
と
か
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
モ
ー
セ
は
力
の
内
に
あ
る
知
恵
を

理
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
万
物
は
永
遠
に
知
恵
の
内
に
、
適
度

に
諸
力
の
内
に
、
知
恵
の
力
に
よ
っ
て
モ
デ
ル
化
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
被
造
物

と
し
て
で
な
く
、
あ
た
か
も
鏡
に
映
る
影
像
あ
る
い
は
模
像
と
し
て
で
あ
っ
て
、

そ
こ
に
神
は
永
遠
に
神
の
知
恵
に
お
い
て
生
成
し
う
る
も
の
を
見
た
の
で
あ
る
。

こ
の
形
成
に
よ
っ
て
神
の
霊
が
知
恵
の
内
に
は
た
ら
い
た
の
で
あ
る
：
・
。
ち
ょ

う
ど
人
間
が
、
鏡
の
中
に
自
分
の
似
像
が
映
っ
て
い
る
か
ら
、
鏡
の
前
で
自
分

の
姿
を
見
る
よ
う
に
…
人
間
の
、
神
の
似
像
も
永
遠
に
見
ら
れ
て
い
る
、
…
神

は
万
物
を
神
の
知
恵
の
鏡
の
中
で
永
遠
に
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
　
（
Ω
匹
≦
・

bJ
ﾚ
①
噌
ω
■
竃
）

　
（
一
一
4
）
　
「
内
的
な
聖
な
る
人
間
は
神
の
天
の
内
に
あ
っ
た
、
外
的
な
人

間
は
外
的
天
の
内
に
あ
っ
て
、
外
的
天
の
精
髄
で
あ
っ
た
。
内
的
な
人
間
は
聖

な
る
霊
的
天
の
精
髄
で
あ
っ
た
：
・
。
」
　
（
ζ
幽
ζ
・
u
J
山
．
↓
噌
ω
■
⑩
㎝
）

　
第
二
項
目
は
「
人
間
の
創
造
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、

（
ニ
ー
1
）
『
黎
明
、
第
二
六
章
八
一
節
』
、
（
ニ
ー
2
）
　
『
神
的
存
在
の
三

原
理
、
第
一
〇
章
』
、
（
ニ
ー
3
ω
②
）
『
シ
ュ
テ
ィ
ー
フ
ェ
ル
の
誤
謬
に
つ

い
て
、
第
五
五
節
、
二
三
七
節
』
、
　
（
二
一
4
）
『
恩
寵
の
選
び
、
第
五
章
』

が
指
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
『
神
的
存
在
の
三
原
理
』
　
『
恩
寵
の
選
び
』
に

つ
い
て
は
、
各
〃
、
一
つ
の
章
全
体
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
前
者
は
原
文
で
一

〇
一
頁
か
ら
一
一
六
頁
、
後
者
は
五
〇
頁
か
ら
六
二
頁
に
わ
た
っ
て
い
る
。
そ

の
全
文
を
こ
こ
に
示
す
こ
と
は
紙
数
の
関
係
上
で
き
な
い
の
で
、
各
章
の
本
文

冒
頭
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
要
約
ω
o
ヨ
ヨ
舘
貯
⇒
を
借
り
て
記
す
こ
と
に
し
た
い
。

　
『
黎
明
』
の
第
二
六
章
八
一
節
に
は
、
入
間
と
い
う
語
は
ま
っ
た
く
出
て
こ

な
い
。
し
か
し
、
同
章
七
九
節
に
人
間
の
身
体
に
関
す
る
記
述
が
あ
り
、
八
一

節
の
書
き
出
し
に
言
わ
れ
る
「
自
然
の
か
ら
だ
」
は
こ
れ
を
受
け
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　
（
二
i
1
）
　
「
…
自
然
の
か
ら
だ
が
悪
魔
に
よ
っ
て
点
火
さ
れ
た
と
き
、
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ

の
言
葉
あ
る
い
は
心
胸
は
、
敗
壊
し
た
サ
ル
ニ
テ
ル
が
未
だ
圧
縮
さ
れ
な
か
っ
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た
前
に
、
質
料
を
引
き
寄
せ
た
。
こ
の
敗
壊
し
た
サ
ル
ニ
テ
ル
が
今
や
厳
し
い

暴
虐
性
と
敗
壊
の
ゆ
え
に
土
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
」
　
（
〉
ξ
．
b
づ
P
ゴ

ω
．
ω
⑩
①
）

　
（
ニ
ー
2
）
　
「
著
者
の
格
闘
（
一
）
。
モ
ー
セ
の
書
は
、
照
明
な
し
に
は
理

解
さ
れ
え
な
い
（
b
⊃
層
ω
）
。
我
々
が
い
ま
持
っ
て
い
る
よ
う
な
土
あ
る
い
は
肉

は
、
神
の
光
の
中
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
転
落
に
お
い
て
現
れ
た
（
偽
）
。
も

し
も
永
遠
の
魂
が
中
心
に
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
ア
ダ
ム
は
非
理
性
的
動
物
に
留

ま
っ
た
だ
ろ
う
（
α
）
。
と
こ
ろ
で
、
真
珠
｛
℃
①
臣
。
、
魂
の
内
奥
に
秘
め
ら

れ
た
汚
れ
の
な
い
透
徹
し
た
は
た
ら
き
を
表
す
た
め
に
べ
ー
メ
が
愛
用
す
る
メ

タ
フ
ァ
ー
の
一
つ
｝
な
く
し
て
は
、
こ
の
最
初
の
人
間
は
認
識
さ
れ
え
な
い

（
①
）
。
董
恥
が
転
落
の
後
に
生
じ
た
（
刈
）
。
人
間
は
被
造
物
に
喜
び
を
抱
く

こ
と
に
な
っ
て
い
た
（
G
。
）
。
神
の
似
像
は
何
か
（
㊤
）
。
辺
土
は
ど
こ
か
ら
生

じ
た
か
（
一
〇
）
。
資
料
は
何
で
あ
っ
た
か
（
に
）
。
神
は
ア
ダ
ム
に
聖
霊
を
吹

き
込
ん
だ
（
お
）
。
魂
の
誕
生
（
一
。
。
）
。
そ
の
中
で
神
の
子
の
誕
生
が
あ
ら
わ

れ
る
（
凄
崔
．
）
。
そ
れ
［
魂
］
は
二
つ
の
門
の
中
に
立
ち
、
自
分
の
意
思
を
神

の
心
の
中
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
置
）
。
そ
こ
で
魂
は
神
の
言
葉
を
味

わ
い
、
か
ら
だ
は
辺
土
を
味
わ
う
（
一
α
）
。
そ
こ
か
ら
永
遠
の
讃
歌
が
生
じ
る

（
一
①
）
。
ア
ダ
ム
は
大
い
な
る
認
識
を
持
っ
て
い
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ

る
動
物
に
名
前
を
つ
け
る
す
べ
を
知
っ
て
い
た
（
旨
）
。
ア
ダ
ム
の
状
態
（
一
。
。
）
。

　
一
人
の
男
の
乙
女
が
い
た
（
ま
凱
．
）
。
こ
の
人
の
食
事
は
口
で
な
さ
れ
た
が
、

か
ら
だ
の
中
で
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
人
に
は
腸
が
な
か
っ

た
か
ら
（
お
）
。
こ
の
人
が
食
べ
、
飲
み
、
息
を
す
る
の
は
、
天
上
的
で
あ
っ

た
（
b
。
O
）
。
従
っ
て
、
こ
の
人
が
神
の
真
の
似
像
で
あ
っ
た
（
b
。
一
b
N
）
。
彼
の

転
落
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、
林
檎
の
実
を
噛
む
こ
と
で
は
な
か
っ
た
（
b
。
Q
。
〉
。

誘
惑
の
木
に
関
す
る
理
性
の
想
念
傷
心
）
。
罰
は
世
界
の
霊
か
ら
来
る
（
b
。
α
）
。

心
は
自
分
が
家
の
中
に
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
、
心
は
家
の
中
に
何
が

あ
る
か
を
見
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
（
b
。
①
）
。
と
こ
ろ
で
［
思
弁
的
］
理
性
は
、

悪
魔
が
な
す
よ
う
に
、
常
に
神
を
告
訴
す
る
（
b
。
『
b
⊃
G
◎
　
　
噛
）
。
実
際
、
誘
惑
の
木
が

あ
っ
て
、
我
々
の
内
に
そ
れ
に
向
か
う
意
志
が
潜
ん
で
い
る
（
b
。
O
）
。
こ
の
両

方
は
第
一
の
原
理
｛
プ
リ
ン
キ
ピ
ウ
ム
勺
吋
ぎ
9
嘗
仁
旨
、
　
「
隠
れ
た
る
神
」
が

顕
ら
か
に
な
っ
て
く
る
際
の
プ
ロ
セ
ス
、
階
梯
、
領
域
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い

る
｝
に
よ
っ
て
存
在
す
る
（
G
。
ρ
ω
一
）
。
悪
魔
が
心
を
軽
薄
に
す
る

（
認
）
。
恐
れ
が
あ
る
か
ら
悪
魔
が
現
わ
れ
た
が
る
の
で
あ
る
（
G
。
ω
）
。
神
の

認
識
は
非
常
に
近
く
心
の
内
に
あ
る
、
（
G
。
蔭
）
。
し
か
し
、
心
は
愛
の
意
志
の

内
に
［
の
み
］
立
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
（
ω
9
。
な
ぜ
な
ら
、
三
つ

の
原
理
す
べ
て
を
持
っ
た
神
全
体
は
、
一
つ
の
意
志
の
内
に
［
の
み
］
存
す
る

の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
（
。
。
①
）
。
永
遠
の
心
が
意
志
、
心
胸
、
光
、
力
、
霊

を
生
む
（
。
。
刈
）
。
そ
れ
は
闇
の
中
に
あ
り
、
光
を
求
め
る
（
ω
G
。
）
。
第
二
の
原

理
の
み
の
内
に
あ
っ
て
は
、
神
は
善
、
愛
、
光
お
よ
び
力
で
あ
る
（
ω
⑩
）
。
万

物
の
内
に
不
安
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
心
、
意
志
、
力
お
よ
び
光
が
来
た
る
（
ら
O
）
。
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中
心
は
何
か
（
一
げ
一
P
）
。
不
安
は
自
ら
の
内
に
第
一
の
原
理
を
持
っ
て
い
る
。

そ
し
て
不
安
の
意
志
に
対
し
て
第
二
の
原
理
が
救
い
の
た
め
に
来
た
る
（
念
）
。

不
安
の
心
か
ら
天
使
が
生
ま
れ
た
（
一
び
一
拝
）
。
闇
の
中
に
悩
み
（
の
ロ
巴
）
が

あ
り
、
そ
こ
か
ら
性
質
（
の
思
懸
津
騨
）
が
成
り
立
つ
（
畠
）
。
愛
の
霊
が
一
切

を
本
体
的
な
も
の
に
す
る
の
で
あ
る
（
、
一
げ
置
．
）
。
火
は
闇
の
中
で
は
最
高
の
も

の
で
あ
る
（
お
）
。
そ
の
［
火
の
］
中
に
生
命
が
あ
る
（
髭
）
。
最
初
そ
れ
は

暗
黒
で
あ
る
、
…
神
の
光
が
飢
え
に
対
し
て
救
い
の
た
め
に
来
た
る
（
臨
）
。

そ
し
て
光
に
よ
っ
て
飢
え
が
生
じ
る
（
鼻
①
）
。
飢
え
は
光
に
憧
れ
る
（
鼻
ご
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

神
は
万
物
の
心
胸
で
あ
り
、
こ
の
上
方
に
ル
チ
フ
ェ
ル
が
自
分
を
高
め
た
（
畠
）

。
神
の
最
初
の
意
志
は
彼
ら
を
善
き
も
の
に
造
っ
た
、
と
こ
ろ
が
彼
ら
の
意
志

は
悪
し
き
も
の
で
あ
っ
た
（
お
）
。
愛
は
彼
ら
を
救
い
に
来
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
a
O
）
。
な
ぜ
な
ら
、
火
の
霊
が
楽
園
の
中
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る

（
5
1
）
。
」
　
（
勺
ユ
⇒
ρ
b
d
餌
■
b
。
ゆ
ω
」
O
一
◆
）

　
（
ニ
ー
3
ω
）
　
「
人
間
の
根
源
状
態
に
関
し
て
神
が
語
っ
た
こ
と
を
モ
ー
セ

が
我
々
に
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
、
わ
れ
わ
れ
の
像
に
従
っ
て
人
間
を
造
り
、

こ
れ
に
地
上
に
あ
る
す
べ
て
の
も
の
を
支
配
さ
せ
よ
う
。
そ
し
て
［
モ
ー
セ
は
］

更
に
語
っ
て
い
る
、
神
は
自
分
の
像
に
人
間
を
創
造
し
た
、
す
な
わ
ち
、
神
の

像
に
似
せ
て
人
間
を
創
造
し
た
と
」
　
［
創
世
記
一
”
b
。
①
ノ
b
。
刈
参
照
］
（
冒
憎
夢
■
O
Q
江
Φ
や

bd
ｿ
●
μ
ω
■
b
。
一
〇
）

　
（
二
…
3
②
）
　
「
預
言
者
イ
ザ
ヤ
が
こ
こ
で
彼
の
理
知
に
よ
っ
て
語
っ
て
い

る
の
は
、
夫
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
人
間
が
そ
こ
か
ら
現
わ
れ
て
く
る
人
間
へ

の
種
子
が
夫
の
内
に
ど
の
よ
う
に
存
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
比
喩
を
語
っ
て
い

る
の
で
あ
る
［
イ
ザ
ヤ
書
㎝
今
0
参
照
］
。
従
っ
て
、
一
切
の
も
の
、
現
わ
れ
て

く
る
一
切
の
も
の
は
、
万
物
を
生
む
者
と
し
て
の
永
遠
の
夫
の
内
に
存
し
た
の

で
あ
る
。
就
中
、
造
ら
れ
た
像
に
神
の
全
本
質
の
似
像
に
従
っ
て
、
神
の
息
の

吐
出
さ
れ
た
全
本
質
か
ら
神
が
吹
き
込
ん
だ
人
間
の
命
が
、
そ
の
内
に
存
し
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
人
間
の
命
は
神
の
内
に
あ
っ
た
、
と
ヨ
ハ
ネ

が
言
っ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
一
ム
［
参
照
］
。
¢
甑
画

ud

ｿ
．
α
b
b
①
ご

　
（
二
一
4
）
　
「
人
間
の
か
ら
だ
は
地
の
精
髄
か
ら
成
っ
て
い
る
（
じ
。
心

に
お
い
て
は
、
霊
的
本
質
が
理
解
さ
れ
、
本
体
に
お
い
て
は
自
然
の
七
つ
の
固

有
性
を
も
つ
生
が
理
解
さ
れ
る
（
b
。
、
。
。
）
。
魂
が
か
ら
だ
の
中
に
あ
る
よ
う
に
、

心
は
本
体
の
中
に
あ
る
（
幽
～
①
）
。
人
間
は
粗
野
な
土
を
食
べ
る
の
で
は
な
く
、

第
五
の
原
質
｛
の
巳
暮
9
国
ω
ω
。
志
す
、
四
大
［
地
、
水
、
火
、
風
］
の
中
に

含
ま
れ
る
微
細
な
エ
ー
テ
ル
状
の
力
、
精
気
を
示
す
錬
金
術
用
語
の
一
つ
、
第

五
の
エ
ッ
セ
ン
チ
ア
｝
を
欲
す
る
禽
）
。
と
こ
ろ
が
人
間
は
四
大
へ
出
て
い
っ

た
の
で
、
今
や
呪
い
を
味
わ
う
の
で
あ
る
（
。
。
）
。
無
垢
な
状
態
に
お
い
て
は
、

適
度
な
純
粋
な
元
素
が
四
大
を
貫
い
て
、
楽
園
と
し
て
萌
え
出
て
く
る
お
）
。

と
こ
ろ
が
転
落
に
お
い
て
、
四
大
が
目
覚
め
、
こ
れ
ら
が
今
や
人
間
を
病
め
る

も
の
に
し
殺
害
し
た
含
O
）
。
人
間
本
来
の
記
述
（
ご
）
。
人
間
は
永
遠
か
ら
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神
の
知
恵
の
中
で
、
神
の
影
像
に
し
て
似
像
と
し
て
見
ら
れ
て
い
た
（
一
b
。
）
。

従
っ
て
、
天
と
地
が
鏡
に
映
る
よ
う
に
、
知
恵
の
中
で
見
ら
れ
て
い
る
（
一
〇
Q
）
。

も
ろ
も
ろ
の
星
は
そ
の
区
別
性
に
お
い
て
何
で
あ
る
か
（
竃
）
。
そ
こ
か
ら
世

界
の
魂
と
し
て
の
世
界
霊
が
開
か
れ
た
（
一
〇
）
。
そ
し
て
働
き
全
体
が
、
元
素

的
な
諸
霊
の
中
へ
導
き
出
さ
れ
た
こ
と
ば
で
あ
る
（
一
。
。
）
。
こ
れ
ら
は
自
然
的

生
命
か
ら
成
り
、
諸
元
素
の
中
で
星
辰
の
秩
序
に
従
い
各
々
の
極
に
お
い
て
支

配
す
る
（
＝
）
。
世
界
霊
は
外
的
世
界
の
命
で
あ
る
（
一
。
。
）
。
上
の
も
の
は
下

の
も
の
に
飢
え
、
下
の
も
の
は
上
の
も
の
に
飢
え
る
（
一
⑩
）
。
こ
の
母
胎
か
ら

神
は
五
日
目
に
あ
ら
ゆ
る
生
き
も
の
を
、
善
き
も
の
も
悪
し
き
も
の
も
、
穴
の

中
に
住
ん
で
い
る
闇
の
暴
虐
の
生
き
も
の
も
、
猿
や
そ
れ
に
似
た
動
物
の
よ
う

に
奇
妙
な
も
の
や
鳥
や
お
と
な
し
い
生
き
も
の
も
現
わ
し
め
た
。
こ
れ
ら
の
も

の
の
食
べ
物
や
住
ま
い
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
が
認
識
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

（b。

n
）
。
こ
れ
ら
外
的
被
造
物
は
す
べ
て
時
間
と
限
界
と
限
度
の
中
に
閉
じ
込

め
ら
れ
て
い
る
（
b
。
一
）
。
神
の
内
に
は
悪
に
向
か
う
決
意
は
な
い
、
し
か
し
生

ん
だ
り
破
壊
し
た
り
す
る
世
界
霊
の
内
に
は
あ
る
（
卜
。
b
。
）
。
神
は
愛
で
あ
り
、

愛
す
る
こ
と
以
外
の
こ
と
を
何
も
す
る
は
ず
が
な
い
。
神
の
怒
り
は
た
だ
永
遠

に
し
て
時
間
的
な
自
然
の
内
に
の
み
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
、
（
b
。
ω
）
。
土
地
あ
る

い
は
生
き
も
の
が
自
ら
の
内
に
怒
り
を
喚
起
す
る
な
ら
ば
、
怒
り
の
言
葉
が
混

乱
を
言
い
表
わ
す
、
な
ぜ
な
ら
、
罪
が
怒
り
の
食
物
だ
か
ら
で
あ
る
（
b
。
野
b
。
㎝
％

す
べ
て
互
い
に
重
な
っ
て
い
る
上
の
も
の
と
下
の
も
の
か
ら
、
神
は
ア
ダ
ム
を

創
造
し
た
の
で
あ
り
、
ア
ダ
ム
が
そ
こ
で
支
配
す
る
こ
と
に
な
る
（
卜
。
①
）
。
こ

の
言
葉
が
、
地
の
あ
ら
ゆ
る
原
質
か
ら
、
三
原
理
の
す
べ
て
か
ら
一
つ
の
魂
を

引
き
出
し
た
（
b
。
刈
）
。
動
物
の
か
ら
だ
は
元
素
か
ら
成
り
、
ア
ダ
ム
の
か
ら
だ

は
適
度
な
状
態
か
ら
成
っ
て
い
た
盒
。
。
）
。
ア
ダ
ム
は
［
他
の
］
あ
ら
ゆ
る
被

造
物
よ
り
も
高
度
で
強
力
で
あ
っ
た
し
、
三
原
理
す
べ
て
か
ら
成
る
被
造
物
全

体
の
像
で
あ
っ
た
（
b
。
①
）
。
彼
の
か
ら
だ
は
在
り
と
し
在
る
も
の
に
由
来
す
る

精
髄
で
あ
り
、
そ
れ
に
魂
が
三
原
離
す
べ
て
か
ら
吹
き
込
ま
れ
た
（
ω
O
）
。
内

か
ら
は
魔
術
的
な
火
の
世
界
（
G
。
一
）
。
そ
し
て
光
の
世
界
、
力
の
国
（
ω
b
。
）
。

外
か
ら
は
、
空
気
の
魂
を
も
っ
た
世
界
霊
（
ω
。
。
）
。
彼
は
適
度
な
状
態
に
他
な

ら
ぬ
楽
園
の
中
に
置
か
れ
た
の
で
あ
り
、
魔
術
的
な
仕
方
で
食
べ
る
こ
と
に
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ね

て
い
た
（
恕
）
。
ど
ん
な
に
裸
で
あ
っ
て
も
彼
は
二
つ
の
チ
ン
ク
ト
ゥ
ー
ル

を
持
っ
て
楽
園
の
衣
服
に
蔽
わ
れ
て
い
た
（
G
Q
α
）
。
そ
し
て
た
と
え
生
殖
が
お

こ
な
わ
れ
て
も
、
そ
れ
は
魔
術
的
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
（
。
。
①
）
。
」
（
Ω
臨
≦
曾
。
づ
住
φ

ω
U
O
ご

　
第
三
項
目
は
「
人
間
は
何
か
ら
造
ら
れ
た
か
」
の
考
察
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
（
三
i
1
）
『
黎
明
、
第
二
一
章
三
〇
節
』
、
　
（
三
1
2
）
『
神
的

存
在
の
三
原
理
、
第
一
〇
章
一
〇
節
』
、
（
三
1
3
）
『
再
生
、
第
二
章
』
、

（
三
1
4
）
『
シ
ュ
テ
ィ
ー
フ
ェ
ル
の
誤
謬
に
つ
い
て
、
第
三
二
節
』
が
当
て

ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
紙
数
の
関
係
上
、
要
約
ω
芦
ヨ
ヨ
卑
甑
①
⇒
に
拠
ら
ね
ば
な

ら
な
い
の
は
『
再
生
、
第
二
章
』
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
キ
リ
ス
ト
へ
の
道
』



26

の
第
四
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
（
三
l
l
）
　
「
…
人
間
は
地
の
種
子
か
ら
、
集
ま
っ
て
形
体
化
さ
れ
た
質
料

か
ら
、
造
ら
れ
た
（
す
な
わ
ち
地
の
母
胎
か
ら
造
ら
れ
、
そ
こ
で
目
が
二
つ
あ

り
、
一
つ
は
神
の
内
に
、
他
の
一
つ
は
こ
の
世
界
に
あ
っ
て
三
原
理
か
ら
成
っ

て
い
る
）
の
で
あ
り
、
怒
り
に
よ
る
の
で
な
く
、
地
の
誕
生
に
よ
っ
て
地
の
王

あ
る
い
は
心
胸
と
し
て
造
ら
れ
、
星
の
誕
生
に
お
い
て
愛
の
部
分
に
属
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
怒
り
が
彼
に
付
着
し
、
ち
ょ
う
ど
樹
木
の
苦
さ
が
自

ら
果
実
を
生
む
よ
う
に
、
彼
は
怒
り
を
自
ら
生
む
こ
と
に
な
っ
た
。
」
（
レ
霞
．

bu
?
v
噂
ω
．
ω
O
ら
）

　
（
三
1
2
）
　
「
神
が
人
間
を
そ
こ
か
ら
造
っ
た
辺
土
は
地
の
母
胎
で
あ
り
、

地
は
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
。
神
が
人
間
を
そ
こ
か
ら
造
っ
た
素
材
は
質
料
で
あ

り
、
星
と
元
素
の
第
五
の
原
質
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
人
間
が
地
上
の
中
心
を

喚
起
し
た
と
き
、
た
だ
ち
に
地
上
的
と
な
り
、
今
は
地
と
崩
壊
性
に
属
す
る
も

の
と
な
っ
た
。
」
　
（
℃
艮
⇒
ρ
b
σ
．
b
。
”
ω
」
O
心
）

　
（
三
一
3
）
　
「
人
間
は
何
か
ら
造
ら
れ
た
か
（
一
）
。
内
的
世
界
は
霊
的
で

あ
り
、
そ
の
息
が
外
的
世
界
に
吐
き
か
け
ら
れ
た
。
同
様
に
人
間
は
両
世
界
か

ら
成
っ
て
い
る
（
b
。
）
。
こ
の
像
は
霊
的
元
素
の
内
に
あ
り
、
こ
の
元
素
の
内

に
楽
園
が
あ
っ
た
（
ω
）
。
こ
の
像
の
中
へ
神
は
三
世
界
か
ら
知
性
を
吹
き
込

ん
だ
（
ら
）
。
こ
れ
が
今
や
大
い
な
る
魂
、
魔
術
的
な
火
の
息
な
の
で
あ
る
（
0
）
。

第
二
の
特
性
は
、
光
の
源
泉
霊
で
あ
る
（
①
）
。
な
ぜ
な
ら
、
火
と
光
は
区
別

さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
刈
）
。
第
三
の
特
性
は
空
気
で
あ
り
、
空
中
の
星
辰
と

共
に
あ
る
（
。
。
）
。
こ
の
よ
う
に
聖
な
る
も
の
は
外
的
な
も
の
を
通
し
て
支
配

し
た
の
で
あ
る
（
⑩
）
。
そ
れ
は
聖
な
る
楽
園
で
あ
っ
た
（
一
〇
）
。
楽
園
は
、

呪
い
に
至
る
ま
で
は
、
大
地
を
通
し
て
萌
え
出
て
い
た
（
一
一
）
。
と
こ
ろ
が
、

悪
魔
の
嫉
妬
が
人
間
を
欲
深
く
し
た
（
一
b
。
）
。
そ
こ
に
［
善
悪
の
］
認
識
の
木

が
あ
っ
た
倉
ω
）
。
そ
の
こ
と
［
認
識
す
る
こ
と
］
は
可
能
で
あ
っ
た
、
な
ぜ

な
ら
ア
ダ
ム
の
中
に
は
魔
術
的
な
偉
大
な
力
の
霊
が
あ
っ
た
か
ら
（
辰
）
。
こ

の
ゆ
え
に
彼
は
試
み
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
一
〇
）
。
そ
し
て
彼
が
持
ち
こ

た
え
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
神
が
認
め
た
と
き
、
女
［
エ
ヴ
ァ
］
が
形
づ

く
ら
れ
た
含
9
。
そ
こ
で
彼
は
感
性
の
中
へ
入
っ
て
い
っ
た
く
ミ
）
。
そ
こ

で
チ
ン
ク
ト
ゥ
ー
ル
と
か
ら
だ
と
の
分
解
が
続
い
た
（
一
。
。
）
。
両
者
［
ア
ダ
ム

と
エ
ヴ
ァ
］
は
外
的
な
自
然
の
生
命
と
し
て
秩
序
付
け
ら
れ
、
動
物
的
な
肢
体

を
持
つ
も
の
と
な
っ
た
含
⑩
）
。
こ
の
肢
体
を
魂
は
今
や
恥
ず
か
し
《
思
う
の

で
あ
る
（
ぴ
箆
「
）
。
地
上
的
な
果
実
を
食
べ
た
い
と
い
う
欲
求
が
、
す
で
に
エ

ヴ
ァ
の
も
と
に
あ
っ
た
（
b
。
O
）
。
そ
の
と
き
真
実
と
悪
魔
の
二
言
と
が
悪
魔
の

好
計
に
よ
っ
て
混
合
し
た
（
“
。
一
b
b
。
）
。
つ
い
に
果
実
が
噛
ま
れ
て
闇
が
支
配
権

を
獲
得
し
た
（
b
。
ω
）
。
こ
の
ゆ
え
に
キ
リ
ス
ト
が
人
間
と
な
っ
た
（
一
げ
置
●
）
。
」

（
≦
一
巴
①
同
σ
q
。
げ
b
P
《
ω
」
三
h
し

　
（
一
一
丁
4
）
　
「
ま
こ
と
に
神
は
自
ら
の
わ
ざ
を
、
善
悪
の
両
方
も
、
す
べ
て

永
遠
に
知
っ
て
い
た
。
悪
は
神
の
怒
り
の
中
に
、
善
は
神
の
愛
の
中
に
、
認
め
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ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
」
（
H
旨
匪
．
の
鼠
。
や
¢
σ
拝
ρ
o
っ
．
b
。
匡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
第
四
項
目
と
第
五
項
目
は
、
　
「
神
の
七
つ
の
霊
」
及
び
「
神
性
」
と
人
間
と
・

の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
説
明
の
た
め
に
い
ず
れ

も
『
黎
明
』
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
第
一
一
章
六
九
節
と
第
二
三
章
四
節
、
九
節

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
（
四
）
　
「
ま
こ
と
に
人
間
は
天
使
と
同
様
に
神
の
す
べ
て
の
力
、
神
の
七
つ

の
直
す
べ
て
か
ら
造
ら
れ
た
。
し
か
し
、
彼
は
い
ま
堕
落
し
て
い
る
ゆ
え
に
、

神
的
誕
生
は
彼
の
中
に
常
に
は
湧
か
な
い
［
起
こ
ら
な
い
］
。
そ
し
て
た
と
え

そ
の
誕
生
が
彼
の
中
に
湧
い
て
も
、
高
い
光
が
直
ち
に
す
べ
て
の
人
に
輝
く
わ

け
で
は
な
い
。
ま
た
、
た
と
え
輝
い
て
も
、
堕
落
し
た
性
質
の
も
の
に
は
理
解

し
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
聖
霊
は
罪
の
あ
る
肉
体
の
中
で
は
捉
え
ら
れ
ず
保
存

さ
れ
ず
、
ち
ょ
う
ど
石
を
打
つ
と
き
に
石
か
ら
火
が
出
る
よ
う
に
、
稲
妻
の
如

く
昇
る
か
ら
で
あ
る
。
」
（
〉
仁
『
’
b
u
α
噛
一
・
ω
●
一
山
一
h
．
）

　
（
五
I
l
）
　
「
見
よ
、
あ
な
た
無
理
解
な
人
よ
、
私
は
あ
な
た
に
神
性
の
正

し
い
根
底
を
示
し
た
い
。
こ
の
全
き
本
質
が
神
で
な
い
な
ら
ば
、
あ
な
た
は
神

の
立
像
な
の
で
は
な
い
。
何
か
よ
そ
の
神
で
あ
る
な
ら
ば
、
あ
な
た
は
神
に
関

わ
る
こ
と
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
な
た
は
こ
の
神
か
ら
造
ら
れ
た
の
で
あ
り
、

こ
の
も
の
の
内
に
生
き
、
こ
の
も
の
が
あ
な
た
に
絶
え
ず
力
、
恵
み
、
食
べ
物
、

飲
み
物
を
自
ら
よ
り
与
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
あ
な
た
の
あ
ら
ゆ
る

知
識
は
こ
の
神
に
お
い
て
あ
り
、
あ
な
た
が
死
ぬ
と
き
は
、
こ
の
神
の
中
に
埋

め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
」
　
（
一
ぴ
置
●
）
。

　
（
五
1
2
）
　
「
見
よ
、
こ
れ
が
あ
な
た
を
造
り
、
そ
の
内
で
あ
な
た
が
生
き

て
い
る
真
の
唯
一
の
神
で
あ
る
。
あ
な
た
が
深
み
、
星
、
大
地
を
よ
く
見
る
な

ら
ば
、
あ
な
た
は
こ
の
神
を
見
る
の
で
あ
り
、
こ
の
神
の
内
に
生
き
、
あ
な
た

も
存
在
し
、
こ
の
神
が
あ
な
た
を
も
支
配
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

神
か
ら
あ
な
た
は
自
分
の
思
念
を
持
ち
、
．
こ
の
神
に
由
来
す
る
被
造
物
で
あ
り
、

こ
の
神
の
内
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
あ
な
た
は
虚
無
で
あ
る

だ
ろ
う
。
」
　
（
ま
崔
曾
ω
．
G
O
ω
Q
O
）

　
第
六
、
七
、
八
項
目
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
堕
落
し
た
天
使
」
　
「
太
陽
、
星
、
元

素
」
「
知
恵
の
乙
女
」
と
人
間
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
言
及
で
あ
る
が
、
す

べ
て
『
神
的
存
在
の
三
原
理
』
第
一
五
章
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
（
六
）
　
「
と
こ
ろ
で
神
の
意
志
は
、
永
遠
の
元
素
の
中
に
あ
る
こ
の
王
冠
を

頂
い
て
転
落
し
た
悪
魔
［
ル
チ
フ
ァ
ー
］
に
代
わ
っ
て
、
楽
園
に
お
け
る
天
の

場
所
を
守
る
被
造
物
を
持
つ
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
神
は
元
素
か
ら
人
間
を
造
っ

た
。
」
（
℃
円
一
P
O
．
の
．
一
⑩
o
Q
）

　
（
七
）
　
「
そ
の
と
き
神
は
、
神
の
力
の
鋭
さ
を
も
つ
楽
園
中
の
元
素
の
中
に
、

気
高
い
乙
女
の
永
遠
の
知
恵
に
よ
っ
て
神
の
永
遠
の
意
志
に
従
っ
て
、
自
ら
を

見
た
。
こ
う
し
て
、
　
「
然
あ
れ
」
が
楽
園
中
の
元
素
か
ら
人
間
を
造
っ
た
…
」

含
げ
に
■
）
。

　
（
八
）
　
「
そ
し
て
神
の
貞
節
な
乙
女
の
知
恵
が
自
ら
を
人
間
の
中
で
見
て
、
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こ
の
眼
差
し
に
よ
り
ア
ダ
ム
の
中
心
を
幾
度
も
幾
度
も
繰
り
返
し
開
き
…
、
ア

ダ
ム
は
神
の
知
恵
と
力
の
気
高
い
乙
女
と
結
ば
れ
、
こ
う
し
て
彼
は
こ
の
乙
女

の
許
に
あ
っ
て
純
潔
で
ま
っ
た
く
貞
節
で
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
…
。
」

（一

ﾐ
δ
■
O
Q
．
一
⑩
Q
G
h
■
）

　
第
九
項
目
は
、
パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
の
錬
金
術
用
語
の
｝
つ
「
硫
黄
O
Q
巳
b
プ
霞
」

を
用
い
て
、
人
間
の
↓
構
成
要
素
を
説
く
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
『
万
物

の
誕
生
と
し
る
し
に
つ
い
て
、
第
五
章
五
節
』
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。

　
（
九
）
　
「
人
間
は
［
他
の
］
あ
ら
ゆ
る
生
命
と
共
に
、
こ
の
世
界
の
王
国
に

従
っ
て
は
外
的
硫
黄
か
ら
造
ら
れ
、
生
み
出
さ
れ
た
。
人
間
は
内
な
る
も
の
と

外
な
る
も
の
［
の
両
者
］
か
ら
、
そ
し
て
外
的
被
造
物
は
た
だ
外
的
な
る
も
の

の
み
か
ら
造
ら
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
人
間
は
神
の
像
に
し
て
似
像
で
あ
り
、
他

の
被
造
物
は
、
永
遠
の
二
つ
の
原
理
に
従
っ
て
、
神
の
知
恵
、
す
な
わ
ち
語
り

出
さ
れ
、
あ
る
い
は
生
み
出
さ
れ
た
天
上
的
本
体
の
中
で
内
的
に
生
ま
れ
る
も

の
の
形
像
化
に
従
っ
た
似
像
で
あ
る
。
」
（
ω
●
即
u
d
阜
①
噌
ω
．
嶋
b
。
）

　
第
十
項
目
は
、
　
「
人
間
が
本
来
、
神
に
か
た
ど
っ
て
造
ら
れ
、
神
の
完
全
な

似
像
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
主
張
の
記
述
箇
所
と
し
て
、

（
十
1
1
、
2
）
『
シ
ュ
テ
ィ
ー
フ
ェ
ル
の
誤
謬
に
つ
い
て
、
第
三
節
、
九
節
』
、

お
よ
び
（
十
」
3
）
『
℃
．
カ
イ
ム
に
宛
て
た
書
簡
、
終
末
に
つ
い
て
、
第
二

部
三
一
節
』
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。

　
（
十
1
1
）
　
「
ま
こ
と
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
［
彼
が
完
全
な
力
、
全
能
、
全

知
の
内
に
あ
る
と
い
う
こ
と
］
は
、
キ
リ
ス
ト
が
我
々
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
る
人
性
に
よ
り
、
こ
の
世
界
の
中
で
可
視
的
に
我
々
の
も
と
で
振
舞
っ

て
い
た
と
き
の
、
そ
の
キ
リ
ス
ト
の
人
格
に
つ
い
て
言
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、

た
だ
彼
の
永
遠
の
神
性
に
従
っ
て
言
わ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
」
（
斥
寡
罫

ω
江
o
h
’
b
d
P
α
噌
ω
b
8
）

　
（
十
一
2
）
　
「
そ
の
出
立
が
永
遠
か
ら
常
に
あ
っ
た
こ
の
イ
エ
ス
を
除
い
て
、

他
の
い
か
な
る
人
も
自
分
の
被
造
物
的
人
性
に
よ
り
、
自
分
が
天
と
地
に
全
権

力
を
も
っ
て
い
る
と
言
っ
て
は
な
ら
な
い
、
な
ぜ
な
ら
、
彼
は
こ
の
世
界
に
生

き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
」
　
ρ
げ
置
■
ω
．
b
。
O
刈
）

　
（
十
一
3
）
　
「
人
間
は
、
敬
愛
す
る
モ
ー
セ
が
証
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
神

に
か
た
ど
ら
れ
た
真
の
似
像
で
あ
る
。
し
か
も
単
に
地
上
的
な
像
で
は
な
く
…
、

根
源
的
に
在
り
と
し
在
る
も
の
か
ら
、
三
世
界
す
べ
て
か
ら
、
最
内
奥
の
自
然

の
世
界
か
ら
造
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
最
内
奥
の
自
然
の
世
界
は
、
ま
た
最
も
外

的
な
世
界
で
も
あ
り
、
火
の
世
界
と
名
付
け
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
燃
え
る
自
然
の

原
理
が
根
源
的
に
生
じ
る
の
で
あ
る
…
。
次
い
で
第
二
に
、
人
間
は
光
の
、
あ

る
い
は
天
使
の
世
界
か
ら
神
の
真
の
本
質
か
ら
造
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
第
三

に
、
人
間
は
こ
の
外
的
な
太
陽
、
星
、
元
素
の
世
界
か
ら
造
ら
れ
て
お
り
、
神

に
か
た
ど
ら
れ
て
、
在
り
と
し
在
る
も
の
か
ら
造
ら
れ
た
全
き
像
で
あ
る
。
」

（
ピ
9
N
8
N
Φ
搾
b
u
ユ
。
ρ
Q
Q
ム
ω
卜
・
）

　
第
一
一
項
目
は
、
人
間
の
内
的
性
質
と
「
神
の
こ
と
ば
」
と
の
結
び
つ
き
を
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説
く
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
『
恩
寵
の
選
び
に
つ
い
て
、
第
八
章
三
六
節
』

が
指
示
さ
れ
て
い
る
。

　
（
一
一
）
　
「
人
間
は
、
永
遠
に
し
て
時
間
的
な
存
在
者
の
決
意
に
よ
り
、
語

り
且
つ
語
り
出
さ
れ
た
こ
と
ば
に
よ
り
、
一
つ
の
像
の
中
へ
導
き
入
れ
ら
れ
た
…
。

人
間
は
外
的
な
か
ら
だ
か
ら
言
え
ば
、
四
大
よ
り
な
る
本
体
で
あ
り
、
内
的
な

か
ら
だ
か
ら
言
え
ば
、
神
の
永
遠
の
こ
と
ば
、
す
な
わ
ち
神
の
本
質
的
な
力
の

最
高
の
神
秘
に
よ
る
本
体
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
内
的
な
霊
か
ら
言
え
ば
、
人
間

は
二
つ
の
特
性
の
内
に
あ
る
。
一
つ
に
は
、
被
造
物
的
な
魂
が
父
の
自
然
、
す

な
わ
ち
光
と
闇
の
内
な
る
神
の
こ
と
ば
の
永
遠
の
区
分
か
ら
成
り
、
こ
の
特
性

は
被
造
物
的
な
魂
の
特
性
で
あ
っ
て
、
永
遠
の
意
志
の
根
底
に
由
来
す
る
も
の

で
あ
る
。
他
の
特
性
は
真
の
神
的
特
性
で
あ
り
、
光
の
力
の
内
に
あ
る
。
こ
の

力
は
、
そ
の
中
に
イ
エ
ス
の
名
が
現
わ
れ
た
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
…
。
」
（
Ω
α
毒
■

bu
X
①
●
ω
．
一
一
b
。
）

．
第
一
二
項
目
は
、
神
は
す
べ
て
の
人
間
を
一
度
に
は
造
ら
ず
、
一
人
の
人
間

だ
け
を
造
っ
た
こ
と
を
説
く
こ
と
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は

『
黎
明
、
第
二
六
章
一
三
節
』
と
『
神
的
存
在
の
三
原
理
、
第
一
一
章
二
三
節
』

が
指
示
さ
れ
て
い
る
。

　
（
一
二
一
1
）
　
「
今
や
次
の
よ
う
に
問
わ
れ
る
、
一
体
な
ぜ
こ
の
と
き
多
く

の
質
料
が
造
ら
れ
て
、
そ
れ
か
ら
一
挙
に
、
転
落
し
た
ル
チ
フ
ェ
ル
の
代
わ
り

に
、
天
使
の
全
群
が
生
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
ぜ
こ
ん
な
に
長
い
時

間
が
怒
り
の
内
に
経
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
ぜ
群

全
体
が
幾
つ
か
の
質
料
か
ら
こ
ん
な
に
長
い
時
間
か
か
っ
て
生
ま
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
あ
る
い
は
、
創
造
主
は
、
今
回
、
人
間
の
転
落
を
見
る

こ
と
も
、
認
め
る
こ
と
も
し
な
か
っ
た
の
か
、
と
。
…
」
（
》
霞
．
b
U
α
．
封

ω
●
8
。
。
）

　
（
↓
ニ
ー
2
）
　
「
従
っ
て
悪
魔
も
、
あ
な
た
が
転
落
に
気
付
く
暴
虐
の
力
の

ゆ
え
に
、
暴
虐
の
内
な
る
こ
の
世
界
の
一
君
公
と
名
付
け
ら
れ
る
。
従
っ
て
ま

た
神
は
唯
一
の
人
間
だ
け
を
造
っ
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
神
の
愛
は
、
人

間
が
楽
園
の
内
に
留
ま
り
永
遠
に
生
き
る
こ
と
を
欲
し
た
か
ら
で
あ
る
。
　
［
と

こ
ろ
が
］
人
間
が
想
像
力
と
意
志
を
、
そ
こ
に
彼
が
い
た
楽
園
と
神
の
心
胸
の

中
へ
完
全
に
置
こ
う
と
し
て
も
、
暴
虐
の
力
が
彼
を
誘
惑
し
よ
う
と
し
た
。
」

（
℃
『
冒
p
u
J
阜
b
。
魑
ω
」
b
。
ω
）

　
第
＝
二
項
目
は
、
人
間
が
神
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
の
は
、
人
間
に
よ
っ
て
神

の
賛
美
が
な
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
、
神
の
、
人
間
創
造
の
目
的
を
説
く

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
『
神
的
存
在
の
三
原
理
、
第
一
七
章
四
七
節
』
と

『
キ
リ
ス
ト
の
誓
約
皿
、
聖
餐
式
に
つ
い
て
、
第
一
章
二
五
節
』
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

　
（
十
三
一
正
）
　
「
そ
し
て
こ
れ
は
、
神
が
神
の
賛
美
と
歓
喜
の
た
め
に
造
っ

た
神
の
像
で
あ
り
、
他
の
何
も
の
で
も
な
い
。
他
の
何
か
を
狂
気
の
ア
ン
チ
・

ク
リ
ス
ト
が
あ
な
た
に
巧
み
に
話
し
て
聞
か
せ
る
に
ま
か
せ
て
は
な
ら
な
い
。
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ほ
か
で
も
な
い
、
あ
な
た
の
か
ら
だ
と
魂
、
並
び
に
天
と
地
、
星
と
元
素
が
そ

の
こ
と
を
あ
な
た
に
確
信
さ
せ
る
。
何
か
欲
す
る
も
の
を
見
る
と
よ
い
。
ど
ん

な
も
の
で
も
、
こ
の
こ
と
を
あ
な
た
に
確
信
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
…
。
」
（
℃
鼠
⇒
ρ

bu
q
b
o
、
ω
・
b
⊃
心
Q
O
）

　
（
＝
ニ
ー
2
）
　
「
…
神
は
、
神
の
本
質
の
愛
の
中
で
、
そ
れ
［
人
間
の
魂
］

を
贈
っ
た
、
す
な
わ
ち
神
の
怒
り
が
人
間
の
生
命
の
中
で
宥
め
ら
れ
た
。
そ
こ

で
神
の
力
が
芳
香
を
放
ち
、
火
の
中
で
人
間
の
生
命
を
再
び
永
遠
の
こ
と
ば
の

中
に
、
す
な
わ
ち
神
の
中
に
引
き
入
れ
た
。
…
」
（
〉
げ
①
こ
ヨ
．
b
σ
α
曾
9
0
Q
．
刈
。
。
）

　
第
一
四
、
一
五
項
目
に
は
、
い
ず
れ
も
『
神
的
存
在
の
三
原
理
』
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
前
者
は
そ
の
第
一
六
章
三
二
節
、
後
者
は
第
一
七
章
四
五
節
で
あ

る
が
、
両
節
に
よ
っ
て
、
初
め
に
造
ら
れ
た
人
間
は
、
星
の
霊
の
支
配
を
受
け

な
い
天
使
で
あ
っ
た
と
説
い
て
い
る
。

　
（
一
四
）
　
「
…
さ
て
、
あ
な
た
が
こ
の
世
界
で
初
め
に
ア
ダ
ム
に
お
い
て
造

ら
れ
た
、
と
言
お
う
と
す
る
な
ら
、
あ
な
た
［
自
身
］
を
よ
く
見
て
、
あ
な
た

［
自
身
］
を
考
察
し
な
さ
い
。
あ
な
た
の
心
と
言
語
の
中
に
、
あ
な
た
は
［
今

と
は
異
な
る
］
別
の
像
を
見
る
で
あ
ろ
う
。
」
（
℃
『
冒
ρ
し
u
α
■
b
。
鴨
Q
っ
．
詰
。
。
）

　
（
］
五
）
　
「
そ
れ
と
も
私
が
人
間
の
転
落
に
つ
い
て
光
と
認
識
な
し
に
記
述

し
て
い
る
、
と
思
っ
て
い
る
の
か
。
そ
し
て
人
間
は
、
転
落
以
前
に
は
、
そ
の

心
と
か
ら
だ
に
お
い
て
天
使
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る

聖
書
も
考
察
し
て
い
な
い
、
と
思
っ
て
い
る
の
か
。
も
し
そ
う
な
ら
、
死
人
の

復
活
の
時
に
は
、
彼
ら
は
め
と
っ
た
り
、
嫁
い
だ
り
す
る
こ
と
は
な
い
、
彼
ら

は
御
使
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
、
と
キ
リ
ス
ト
が
言
っ
て
い
る
こ
と
（
マ
タ
イ

に
よ
る
福
音
書
、
第
二
二
章
三
〇
節
［
参
照
］
）
を
考
察
す
る
と
よ
い
。
こ
の

よ
う
な
像
を
神
は
、
神
の
似
像
と
し
て
、
初
め
に
造
っ
た
の
で
あ
る
。
」

（
勺
ユ
⇒
p
b
づ
q
．
N
O
っ
b
ミ
臨
）

　
第
一
六
、
一
七
、
一
八
項
目
で
は
、
人
間
の
転
落
以
前
の
天
使
の
国
、
人
間

の
力
と
肉
体
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
三
つ
の
項
目
で
指
示
さ
れ
て

い
る
デ
ー
タ
は
、
（
一
六
）
『
黎
明
、
第
二
四
章
一
九
節
』
、
（
一
七
）
『
神

的
存
在
の
三
原
理
、
第
七
章
四
節
』
、
（
↓
八
I
I
）
『
同
書
、
第
一
〇
章
四

節
』
、
　
（
一
八
1
2
）
　
『
キ
リ
ス
ト
、
人
と
な
る
、
第
二
三
口
六
章
四
節
』
で

あ
る
。

　
（
｝
六
）
　
「
こ
の
時
の
成
就
の
際
に
、
神
は
神
の
諸
性
質
を
も
っ
た
こ
の
家

を
王
の
連
隊
［
の
国
］
と
し
て
美
し
く
飾
ろ
う
と
し
た
。
…
そ
し
て
遂
に
は
、

新
し
く
造
ら
れ
た
天
使
の
群
全
体
［
の
国
］
が
完
成
さ
れ
る
よ
う
に
欲
し
た
の

で
あ
り
、
人
々
は
こ
の
天
使
の
群
で
あ
っ
た
…
。
」
（
〉
ξ
．
b
d
F
ど
ω
．
ω
0
①
渉
）

　
（
一
七
）
　
「
こ
の
世
界
の
母
胎
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
人
間
の
造
ら
れ
た
霊
は
、

光
の
力
で
、
す
な
わ
ち
第
二
原
理
の
力
に
よ
っ
て
、
星
と
元
素
の
霊
の
力
を
超

え
、
且
つ
そ
の
中
で
、
ま
っ
た
く
力
強
く
、
自
己
の
所
有
物
の
中
で
支
配
し
て

い
る
。
…
」
（
℃
『
ぎ
9
b
コ
匹
．
b
⊃
、
o
っ
6
0
0
．
）

　
（
一
八
l
L
）
　
「
ま
こ
と
に
我
々
が
今
も
っ
て
い
る
よ
う
な
肉
体
や
土
が
、
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神
の
光
の
中
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
キ
リ
ス
ト
も
「
天
か
ら
下
っ
て
き

た
人
の
子
と
、
天
に
あ
る
者
の
他
に
は
、
だ
れ
も
天
に
は
登
ら
な
い
」
　
（
ヨ
ハ

ネ
に
よ
る
福
音
書
、
第
三
章
＝
二
節
［
参
照
］
）
と
語
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ

て
、
我
々
の
肉
体
は
転
落
以
前
に
は
天
上
的
で
あ
り
、
天
の
辺
土
か
ら
き
た
の

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
不
従
順
な
者
が
別
の
中
心
の
中
で
、
こ
の
世
界
の
快
楽

の
中
で
生
ま
れ
る
に
い
た
っ
た
と
き
、
肉
体
は
地
上
的
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
－
」

（
℃
憎
ぎ
ρ
b
u
F
b
。
噂
ω
」
O
ω
「
）

　
（
一
八
一
2
）
　
「
…
こ
こ
に
お
い
て
我
々
が
明
ら
か
に
認
識
す
る
の
は
、
神

は
我
々
を
、
我
々
が
今
も
っ
て
い
る
よ
う
な
肉
体
や
血
に
お
い
て
造
っ
た
の
で

は
な
く
、
新
し
い
再
生
に
お
い
て
意
志
に
着
せ
ら
れ
る
よ
う
な
肉
体
に
造
っ
た

と
い
う
こ
と
、
さ
も
な
い
と
、
転
落
以
前
に
直
ち
に
地
上
的
で
崩
壊
的
な
も
の

と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
…
」
（
ζ
①
口
ω
o
プ
芝
．
切
阜
♪

ω
レ
α
O
）

　
第
一
九
、
二
〇
、
二
一
、
二
二
項
目
は
、
人
間
と
他
の
被
造
物
と
の
創
造
、

男
女
二
体
の
創
造
理
由
、
転
落
以
降
の
人
間
の
様
相
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

指
示
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
は
、
（
一
九
）
『
入
間
の
三
重
の
生
に
つ
い
て
、
第

一
一
章
一
〇
節
』
、
　
（
二
〇
）
『
黎
明
、
第
一
八
章
＝
○
節
』
、
　
（
二
一
一

1
、
2
）
『
万
物
の
誕
生
と
し
る
し
に
つ
い
て
、
第
五
章
七
、
八
節
』
、
（
二

一
1
3
）
　
『
キ
リ
ス
ト
の
誓
約
皿
、
聖
餐
式
に
つ
い
て
、
第
三
章
二
一
節
』
、

（
二
一
1
4
、
5
）
『
神
智
学
的
書
簡
』
、
〈
二
二
）
『
黎
明
、
第
一
九
章
七

四
節
』
で
あ
る
。
こ
の
内
、
人
間
と
他
の
被
造
物
の
創
造
に
つ
い
て
述
べ
た
第

一
九
項
目
は
、
旧
約
・
創
世
記
冒
頭
の
記
述
を
熟
考
す
る
よ
う
に
と
述
べ
て
い

る
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
こ
こ
で
訳
出
す
る
の
は
省
略
し
た
い
。

　
（
一
九
）
（
U
第
ピ
。
ぴ
．
し
u
拝
ω
噌
ω
b
O
O
）

　
（
二
〇
）
　
「
と
こ
ろ
で
、
言
葉
が
舌
の
上
の
後
顎
で
渋
い
性
質
と
苦
い
性
質

の
中
で
結
合
さ
れ
た
あ
と
、
口
が
広
く
開
き
、
そ
し
て
心
臓
お
よ
び
渋
い
性
質

と
苦
い
性
質
か
ら
生
ま
れ
た
結
合
さ
れ
た
霊
が
共
に
口
に
出
て
ゆ
く
と
い
う
こ

と
は
、
被
造
物
が
大
き
な
不
安
と
反
抗
の
中
に
生
き
て
い
て
、
一
つ
の
か
ら
だ

か
ら
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
二
つ
の
か
ら
だ
か
ら
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。
（
〉
¢
門
■
U
づ
α
」
－
ω
b
①
O
P
）

　
（
二
↓
…
1
）
　
「
こ
う
し
て
、
魂
の
特
性
を
蔽
う
も
の
が
取
り
宏
ら
れ
裸
と

な
り
、
た
だ
外
的
な
硫
黄
の
中
に
あ
る
意
志
に
よ
っ
て
蔽
わ
れ
る
だ
け
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

そ
し
て
内
的
な
硫
黄
は
色
槌
せ
て
永
遠
の
不
動
性
、
永
遠
の
無
に
帰
り
、
そ
こ

に
い
か
な
る
推
移
も
も
は
や
存
在
し
な
ぐ
な
っ
た
。
」
（
ω
．
男
曾
U
づ
拝
①
唱
ω
ム
ω
）

　
（
一
二
一
2
）
　
「
こ
う
し
て
、
外
的
な
か
ら
だ
を
も
っ
た
人
間
は
、
た
だ
時

間
に
お
い
て
の
み
生
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
天
上
の
身
体
性
の
高
貴
な
黄
金
は
、

外
的
な
か
ら
だ
を
色
付
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
に
、
そ
れ
も
色
回
せ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
外
的
な
か
ら
だ
は
・
－
時
間
か
ら
造
ら
れ
た
ゆ

え
に
、
時
間
が
星
辰
と
同
様
、
諸
元
素
と
共
に
、
か
ら
だ
の
中
で
支
配
す
る
よ

う
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
時
間
を
支
配
し
色
付
け
て
、
聖
な
る
生
命
が
時
間
に
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よ
る
被
造
物
の
中
で
は
た
ら
く
よ
う
に
欲
し
た
神
性
の
欲
求
、
神
の
特
性
が
、

三
野
せ
て
し
ま
っ
て
神
の
欲
求
の
内
に
あ
っ
た
固
有
の
愛
が
［
溶
解
し
て
］
水

と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
か
ら
だ
の
火
が
水
の
内
で
支
配
し
、
神

の
意
志
と
欲
求
に
盲
目
と
な
っ
て
死
に
、
魂
は
太
陽
の
光
の
助
け
を
求
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
」
　
（
一
ぼ
島
．
∀

　
（
二
一
1
3
）
「
こ
の
聖
な
る
根
底
が
魂
と
か
ら
だ
に
隠
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
、
魂
と
か
ら
だ
は
苦
痛
と
悩
み
に
充
ち
た
闇
の
谷
と
な
り
、
神
は
彼
に

隠
れ
た
も
の
と
な
っ
た
。
す
る
と
、
た
ち
ま
ち
諸
原
理
が
そ
の
特
性
に
従
っ
て

は
た
ら
き
始
め
た
。
　
［
か
つ
て
］
光
が
魂
の
内
に
輝
い
て
い
た
時
に
は
隠
れ
て

い
た
父
な
る
神
の
怒
り
の
特
性
［
が
現
わ
れ
て
、
こ
れ
］
に
従
っ
て
魂
は
は
た

ら
き
、
外
的
な
か
ら
だ
は
、
四
大
の
中
で
、
熱
と
冷
、
そ
し
て
ま
た
星
の
諸
力

の
あ
ら
ゆ
る
他
の
特
性
に
お
い
て
、
は
た
ら
き
始
め
、
め
ざ
め
た
各
々
の
特
性

を
圧
縮
し
て
一
つ
の
も
の
と
な
し
た
。
こ
う
し
て
、
か
ら
だ
は
粗
野
で
堅
く
動

物
的
と
な
り
、
神
の
真
の
像
［
を
失
い
、
か
ら
だ
］
は
、
妖
怪
に
し
て
怪
物
と

な
っ
た
。
」
（
〉
げ
Φ
⇒
住
ヨ
■
b
d
α
。
9
ω
・
曽
）

　
（
二
一
一
4
）
　
「
転
落
の
際
に
…
人
間
か
ら
奪
わ
れ
た
も
の
は
、
た
だ
神
の

光
で
あ
っ
て
、
こ
の
光
を
浴
び
て
、
人
間
は
全
き
愛
、
謙
譲
、
柔
和
お
よ
び
神

聖
性
の
内
に
、
神
に
あ
っ
て
生
き
、
活
動
し
、
存
在
し
、
こ
う
し
て
神
の
力
と

こ
と
ば
と
を
天
の
糧
と
し
て
食
し
、
天
使
の
よ
う
に
完
全
性
の
内
に
生
き
る
は

ず
で
あ
っ
た
。
」
（
国
宮
ω
げ
¢
σ
餌
．
P
ω
b
）

　
（
二
↓
1
5
）
　
「
し
か
し
、
人
間
は
壊
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
神
が

創
造
し
た
最
初
の
人
間
で
は
も
は
や
な
く
な
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
た
だ
怪
物
的

形
体
を
得
た
だ
け
で
、
崩
壊
的
と
な
り
、
そ
の
形
体
の
始
ま
り
を
た
だ
最
も
外

的
な
第
三
原
理
に
よ
っ
て
有
し
、
厳
し
い
泉
で
あ
る
第
一
原
理
の
門
を
自
ら
の

内
に
喚
起
し
た
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
門
は
、
そ
れ
で
な
く
と
も
、
創
造
さ
れ
た

大
世
界
の
中
で
燃
え
、
呪
わ
れ
た
者
の
中
で
完
全
に
燃
え
立
と
う
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
」
（
国
豆
ω
骨
u
d
O
ρ
ω
．
。
。
）

　
（
二
二
）
　
「
な
ぜ
な
ら
、
人
間
が
罪
に
堕
ち
た
と
き
、
人
間
は
最
も
内
奥
の

生
誕
［
原
理
］
か
ち
離
れ
て
他
の
二
つ
の
生
誕
［
原
理
］
の
中
へ
移
さ
れ
た
。

こ
の
他
の
二
つ
の
生
誕
［
原
理
］
は
人
間
を
直
ち
に
捕
ら
え
、
そ
れ
ら
の
所
有

物
と
し
て
人
間
と
共
に
、
人
間
の
中
で
作
用
し
た
。
そ
し
て
人
間
は
直
ち
に
、

地
上
的
に
し
て
最
も
外
的
で
も
あ
る
生
誕
［
原
理
］
の
あ
ら
ゆ
る
生
む
は
た
ら

き
と
霊
を
受
け
取
っ
た
の
で
あ
る
。
」
（
〉
痔
●
b
u
α
」
・
の
■
b
。
刈
①
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
完
）

　
　
　
　
註

（
－
）
≧
・
§
儀
長
閑
。
幕
・
冒
馳
巨
。
・
。
9
蕊
巴
僧
。
。
げ
¢
。
。
Φ
ぎ
ρ

　
　
℃
㊤
ユ
9
一
㊤
b
。
P
P
葦
■
こ
の
よ
う
な
試
み
を
こ
こ
で
コ
イ
レ
は
批
判
し

　
　
て
い
る
。

（
2
）
国
9
・
鵠
”
Ω
Φ
。
『
σ
q
q
琶
σ
q
7
a
昌
身
互
∪
霧
の
⑩
ヨ
ω
育
〇
三
Φ
日
げ
亀
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q
p
ぎ
ぴ
ω
穿
ヨ
ρ
一
級
P
口
餌
8
げ
β
お
．
ω
．
O
．

（
3
）
≧
Φ
×
雪
脅
Φ
内
。
買
σ
8
◎
。
罫
や
尊
．

（
4
）
富
ぎ
げ
b
d
鼻
日
①
”
毅
巨
賦
。
ゲ
。
ω
。
町
警
野
司
鋳
臨
巨
口
Φ
－
Z
。
午

　
　
曾
仁
騨
二
目
〉
器
σ
q
餌
げ
①
＜
o
⇒
ミ
ω
O
ぎ
。
罵
u
d
曾
砧
曾
g
自
ξ
ω
σ
q
．

　
　
＜
o
⇒
≦
覧
－
国
鼠
。
プ
℃
霊
。
ざ
詳
．
司
同
。
日
∋
き
ω
＜
Φ
二
㊤
σ
9
の
ε
簿
閃
碧
∬

　
　
一
〇
◎
α
O
－
一
㊤
①
一
　
b
d
自
「
一
一
・

　
　
　
　
　
　
り

（
5
）
畠
ざ
げ
し
O
笠
島
ρ
ω
価
巨
臣
。
ゲ
Φ
ω
・
ξ
警
①
9
8
・
a
．
U
」
側
ピ
ー

　
　
ω
■
b
。
①
①
・

（
6
）
　
o
Q
障
巳
↑
曾
　
錬
金
術
用
語
の
一
つ
で
、
o
Q
巴
（
塩
）
と
Z
津
ε
ヨ

　
　
（
ニ
ト
ロ
）
と
の
合
成
に
よ
り
成
る
と
さ
れ
る
が
、
ベ
ー
メ
は
こ
れ
を
衝

　
　
撃
、
起
爆
、
破
壊
、
分
裂
を
も
た
ら
す
は
た
ら
き
を
示
す
語
と
し
て
用

　
　
い
て
い
る
。

（
7
）
U
信
N
蹴
霞
　
い
わ
ゆ
る
悪
魔
ル
シ
フ
ァ
ー
の
こ
と
。
べ
ー
メ
に
よ
れ

　
　
ば
、
ル
シ
フ
ァ
ー
は
、
元
来
、
美
し
く
輝
く
天
使
と
し
て
創
造
さ
れ
た

　
　
が
、
自
己
の
美
し
さ
と
輝
き
に
自
惚
れ
、
傲
慢
の
心
を
抱
い
た
途
端
、

　
　
悪
魔
化
し
て
転
落
し
た
、
と
さ
れ
る
。
拙
訳
『
キ
リ
ス
ト
へ
の
道
』

　
　
（
松
籟
社
）
四
三
頁
、
訳
注
と
同
じ
。

（
8
）
弓
ぎ
9
霞
　
元
来
は
チ
ン
キ
剤
を
意
味
す
る
錬
金
術
用
語
で
あ
る
が
、

　
　
べ
ー
メ
の
用
法
で
は
不
純
物
を
浄
化
す
る
生
命
の
は
た
ら
き
を
指
し
て
い
る
。

へ
9
）
べ
ー
メ
は
、
ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
第
一
章
一
二
節
に
記
さ
れ
る
「
七
つ
の

　
　
金
の
燭
台
」
に
触
れ
、
ヨ
ハ
ネ
が
見
た
と
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
燭
台
は

　
　
「
神
の
七
つ
の
霊
」
を
意
味
す
る
と
い
う
（
『
黎
明
』
第
八
章
二
五
節
、

　
　
b
づ
餌
」
．
の
「
。
。
刈
）
。
　
「
七
つ
の
霊
」
と
は
、
こ
こ
で
ベ
ー
メ
に
と
っ
て
は
、

　
　
自
然
の
内
に
は
た
ら
き
、
自
然
を
形
成
す
る
「
渋
み
、
苦
み
、
不
安
、

　
　
火
、
光
、
響
き
、
形
体
」
を
指
す
。

（
1
0
）
Z
ぱ
冥
ω
こ
こ
で
べ
ー
メ
の
い
う
「
無
」
は
、
客
観
的
に
も
主
観
的

　
　
に
も
何
の
存
在
者
も
な
い
全
然
の
虚
無
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

　
　
単
な
る
虚
無
と
し
て
の
無
に
つ
い
て
、
べ
ー
メ
は
「
何
も
な
い
と
こ
ろ

　
　
に
は
何
も
生
じ
な
い
」
　
（
〉
自
『
。
ω
．
b
o
刈
ω
）
と
か
「
無
は
運
動
し
な
い
」

　
　
（
一
）
『
h
●
】
じ
Φ
σ
．
の
■
一
〇
◎
）
と
か
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
べ
ー
メ
に
は
、

　
　
こ
れ
と
は
異
な
る
意
味
で
「
無
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

　
　
り
、
む
し
ろ
そ
の
方
が
重
要
で
あ
る
の
で
、
そ
の
箇
所
の
一
例
を
記
し

　
　
て
お
く
。
「
神
は
こ
れ
で
あ
る
と
か
あ
れ
で
あ
る
と
か
、
悪
で
あ
る
と
か

　
　
善
で
あ
る
と
か
、
自
己
自
身
の
内
に
区
別
を
も
つ
と
か
い
う
こ
と
は
で

　
　
き
な
い
。
－
－
⊥
つ
の
永
遠
の
無
な
る
も
の
と
し
て
耳
底
で
あ
る
。
…
光

　
　
で
も
闇
で
も
な
く
、
愛
で
も
な
く
怒
り
で
も
な
く
、
永
遠
の
一
二
で
あ

　
　
る
。
…
高
さ
も
深
さ
も
な
く
、
空
間
も
時
間
も
場
所
も
な
く
｝
切
を
通

　
　
し
て
一
切
の
内
に
あ
り
、
し
か
も
一
切
の
も
の
に
対
し
て
不
可
捉
の
無
と

　
　
し
て
あ
る
。
」
〈
Ω
創
≦
．
心
h
）
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ふ
く
し
ま
　
ま
さ
ひ
ご
・
西
洋
倫
理
学
教
授
）


